


       

大 
 

雪 
  

今
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

の
雪
は
、
稀
に
見
る
大
雪
で
、
加
茂
市

内
で
は
比
較
的
雪
の
少
な
い
市
役
所

の
近
辺
で
も
、
一
月
十
四
日
に
は
積
雪

が
六
十
七
セ
ン
チ
、
一
月
三
十
一
日
に

は
五
十
六
セ
ン
チ
、
二
月
九
日
に
は
百

十
二
セ
ン
チ
に
達
し
ま
し
た
。 

 

雪
の
多
い
宮
寄
上
浄
水
場
で
は
、
一
月 

   

十
四
日
に
積
雪
が
百
二
十
五
セ
ン
チ
、

一
月
三
十
一
日
に
は
百
六
十
八
セ
ン

チ
、
二
月
八
日
に
は
二
百
二
十
九
セ
ン

チ
に
達
し
ま
し
た
。 

 

今
冬
の
大
雪
は
、
北
陸
地
方
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
加
茂
市

も
近
年
稀
に
み
る
甚
大
な
被
害
を
被

り
ま
し
た
。 

 
人
的
な
被
害
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
山

の
斜
面
の
雪
庇
除
去
作
業
中
に
斜
面
滑

落
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
一
名
、

市

政

報

告 
 

加
茂
市
長 

小

池

清

彦 
 

自
宅
雪
下
ろ
し
作
業
中
に
重
傷
を
負

わ
れ
た
方
が
四
名
、
同
じ
く
自
宅
雪
下

ろ
し
作
業
中
に
軽
症
を
負
わ
れ
た
方

が
一
名
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
お

方
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て

や
み
ま
せ
ん
。 

 

建
物
被
害
と
し
て
は
、
住
家
の
一
部

損
壊
一
棟
、
住
家
の
床
下
浸
水
一
棟
、

車
庫
の
全
壊
一
棟
で
計
三
棟
で
あ
り

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
農
業
施
設
と
し
て
は
、
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
が
大
破
八
棟
、
中
破
一
棟
、

桃
や
梨
の
枝
折
れ
が
二
・
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
つ
ぶ
れ
た
梨
の
果
樹
棚
が
〇
・
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
被
災

農
家
は
二
十
九
軒
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
農
業
被
害
に
対
し
ま
し
て
は
、

本
年
四
月
市
議
会
の
臨
時
会
で
ご
議

決
い
た
だ
き
、
農
協
が
設
定
し
た
平
成

三
十
年
豪
雪
災
害
等
復
旧
支
援
資
金

の
保
証
料
の
全
額
補
助
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
に
、
倒
木
に
よ
る
大
規
模

の
停
電
が
発
生
し
、
七
谷
全
域
及
び
狭

口
、
下
条
の
一
部
、
都
ヶ
丘
周
辺
な
ど
、

約
千
二
百
軒
が
最
長
で
二
日
間
ほ
ど

停
電
い
た
し
ま
し
た
。 
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ま
た
市
関
係
の
主
な
も
の
で
は
、
林

道
の
倒
木
が
三
百
三
十
一
本
、
こ
の
伐

採
に
要
す
る
経
費
が
二
百
九
十
六
万

三
千
円
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
市

の
予
算
で
対
応
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

下
条
小
学
校
の
体
育
館
屋
根
の
軒
先

が
破
損
、
こ
の
修
繕
に
要
す
る
経
費
が

三
百
二
十
六
万
二
千
円
、
民
俗
資
料
館

の
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
が
雪
で
破
損
、

こ
の
修
繕
に
要
す
る
経
費
が
七
十
五

万
六
千
円
、
ま
た
、
文
化
財
で
あ
る
新

潟
県
最
古
の
木
造
電
車
モ
ハ
一
と
賀

茂
次
郎
源
義
綱
公
墓
所
が
破
損
、
こ
れ

ら
の
修
繕
に
要
す
る
経
費
が
二
百
十

二
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
に
除
排
雪
経
費
で
あ
り
ま
す
が
、

道
路
分
二
億
四
千
二
百
九
万
八
千
円
、

公
共
施
設
分
千
六
百
十
八
万
七
千
円
、

合
計
二
億
五
千
八
百
二
十
八
万
五
千

円
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
年
で

は
一
番
被
害
の
大
き
か
っ
た
平
成
二

十
三
年
度
の
大
雪
に
よ
る
除
排
雪
経

費
一
億
九
千
二
百
八
十
八
万
五
千
円

を
凌
ぎ
、
過
去
十
七
年
間
で
は
最
も
高

額
と
な
り
ま
し
た
。 

 
こ
の
除
排
雪
経
費
に
対
す
る
国
の

支
援
と
市
の
持
ち
出
し
で
あ
り
ま
す

が
、
平
成
二
十
八
年
度
は
除
排
雪
の
費

し
の 
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用
一
億
一
千
百
十
万
円
に
対
し
、
補
助

金
で
九
百
五
十
三
万
二
千
円
、
普
通
交

付
税
に
算
入
さ
れ
た
除
排
雪
経
費
で

九
千
三
百
八
十
七
万
六
千
円
、
計
一
億

三
百
四
十
万
八
千
円
の
支
援
が
あ
り
、

差
し
引
き
し
ま
す
と
七
百
六
十
九
万

二
千
円
の
市
の
持
ち
出
し
で
あ
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
二
十
九
年
度

は
、
除
排
雪
の
費
用
二
億
五
千
八
百
二

十
八
万
五
千
円
に
対
し
、
補
助
金
で
五

千
五
百
八
十
八
万
円
、
普
通
交
付
税
に

算
入
さ
れ
た
除
排
雪
経
費
で
九
千
百

六
十
万
五
千
円
、
特
別
交
付
税
の
豪
雪

に
よ
る
増
額
分
が
千
百
二
十
九
万
六

千
円
、
合
計
一
億
五
千
八
百
七
十
八
万

一
千
円
の
支
援
が
あ
り
、
差
し
引
き
し

ま
す
と
九
千
九
百
五
十
万
四
千
円
の

市
の
持
ち
出
し
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

二
十
八
年
度
と
比
較
す
る
と
桁
違
い

の
市
の
持
ち
出
し
と
な
り
、
市
の
財
政

を
大
き
く
圧
迫
い
た
し
ま
し
た
。 






















